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巧
妙
化
す
る
悪
質
商
法
・
振
り
込
め
詐

欺
な
ど
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
の
た

め
、
自
治
会
や
各
種
団
体
の
勉
強
会
や
研

修
に
講
師
を
派
遣
す
る
「
出
前
講
座
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
講
師
料
や
交
通
費
は

不
要
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

市
内
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
、
お

お
む
ね
10
人
以
上

●
講
座
内
容　

▽
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状
と
対
処
法

▽
悪
質
商
法
の
手
口
と
そ
の
対
処
法

▽
最
近
の
消
費
者
相
談
か
ら

▽
若
者
に
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

▽
高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法
な
ど

●
派
遣
講
師　

市
消
費
生
活
相
談
員

●
申
し
込
み　

あ
ら
か
じ
め
電
話
で
日
程

調
整
を
し
て
い
た
だ
き
、
希
望
日
の
１

カ
月
程
度
前
に
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
６
６
５
８

穂
高
総
支
所
内
環
境
課

（
82
・
３
１
３
１ 

82
・
６
６
２
２
）

消
費
者
の
被
害
予
防
出
前
講
座

私
だ
け
は
大
丈
夫
！
は
禁
物

悪
質
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

オレオレ詐欺
1200万円（３件）

融資保証金詐欺
188万円（４件）

安曇野警察署管内
被害額 約 1555 万円

（認知件数 11 件）

架空請求詐欺
167万円（４件）

　平成 21 年中、県内の振り込め
詐欺の被害総額は約１億 1900 万
円（認知件数 119 件）と、昨年に
比べると大幅に減少しました。し
かし、安曇野警察署管内の被害総
額は約1555万円（認知件数11件）
で、昨年より増加しました。

あやしいと思ったらまず相談！

受付時間　10：00～16：00

別冊
健診こよみ
納期・納期限一覧表



●
持
ち
物　

水
筒
・
着
替
え
な
ど

●
そ
の
他　

小
学
3
～
5
年
生
は
長
野

県
市
町
村
対
抗
小
学
生
駅
伝
競
走
大

会
代
表
選
手
の
選
考
を
兼
ね
ま
す
。

●
申
し
込
み　

3
月
17
日
（
水
）
ま
で

に
、
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
へ

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
住
所
、
学
校
名
、
学
年
、

性
別
、
氏
名
、
保
護
者
氏
名
、
電
話

番
号
に
加
え
、同
学
年
の
友
だ
ち
と
比

べ
た
時
に
「
速
い
」、「
普
通
」、「
遅

い
」
の
い
ず
れ
か
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
「
人
口
動
態

調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調

査
は
各
総
合
支
所
窓
口
へ
届
出
さ
れ
た

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の

各
届
書
を
基
に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況

な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、

国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
度
に
は
、「
人

口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
」
を
実
施
し
、

職
業
の
記
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
死
亡
届
に
は
併
せ
て
産
業
の
記

入
も
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
今
後
の
厚
生
労
働
行

政
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

本
年
度
は
国
勢
調
査
の
年
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
届
出
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
大

変
ご
面
倒
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
期
間　

4
月
１
日
～
平
成
23
年

3
月
31
日

●
調
査
対
象
者　

出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
す
る
人

●
調
査
方
法　

各
総
合
支
所
窓
口
に

「
職
業
・
産
業
例
表
示
」
を
備
え
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
参
考
の
う
え
、
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

は
、「
障
害
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
共
に

暮
ら
そ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
内
各

施
設
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
報
告
し
、

障
害
者
へ
の
正
し
い
理
解
を
呼
び
か
け

る
た
め
の
催
し
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、

当
日
は
、
精
神
障
害
者
の
共
同
作
業
所

と
地
域
の
人
た
ち
を
描
い
た
、
ジ
ェ
ー

ム
ス
三
木
脚
本
の
映
画
「
ふ
る
さ
と
を

く
だ
さ
い
」
の
上
映
も
行
い
ま
す
。
入

場
無
料
で
す
の
で
、
大
勢
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

3
月
20
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
4
時

●
場
所　

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

　

小
学
校
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の

混
合
チ
ー
ム
を
当
日
編
成
し
、
た
す
き

リ
レ
ー
で
走
り
ま
す
。
走
る
の
が
苦
手

な
子
も
得
意
な
子
も
1
人
か
ら
参
加
で

き
ま
す
。

●
日
時　

3
月
27
日
（
土
）

　

午
前
9
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

●
場
所　

豊
科
南
部
総
合
公
園

●
距
離　

1
～
2
年
生　

７
５
０
㍍

　

3
～
6
年
生　

１
５
０
０
㍍

　

果
樹
栽
培
は
、
凍
霜
害
や
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
に
一
度
見
舞
わ
れ
る
と
、

収
穫
量
の
減
少
や
品
質
低
下
、
農
業
所

得
の
減
少
な
ど
農
家
経
営
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
の
基
幹
作
物
の

果
樹
に
不
慮
の
災
害
が
あ
っ
た
場
合
、

市
で
は
被
災
農
家
へ
支
援
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
が
、
一
時
的
に
多
額
の
行
政

負
担
を
避
け
る
た
め
、
農
家
が
「
果
樹

共
済
」
に
加
入
す
る
際
に
、
共
済
掛
金

の
20
％
を
補
助
す
る
「
果
樹
共
済
加
入

促
進
対
策
事
業
」
を
、
平
成
22
年
度
も

引
続
き
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

災
害
は
何
時
、
ど
の
よ
う
に
農
作
物

へ
被
害
を
及
ぼ
す
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

農
家
の
皆
さ
ん
は
自
己
防
衛
策
と
し

・
堀
金
地
域
＝
（
資
）
百
瀬
商
店

●
助
成
額　

予
算
の
範
囲
内
で
の
助
成

●
申
請
方
法　

右
記
の
薬
剤
販
売
店
で

購
入
す
る
か
予
約
注
文
し
た
場
合

は
、
申
請
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
す
。
右
記
の
薬
剤
販
売
店
以
外

で
購
入
す
る
場
合
は
、
事
前
に
農
政

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
と
各
地
域
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
野
ね
ず
み
の
一
斉
駆
除
を
実
施
し

ま
す
。農
耕
地
・
畦
畔
の
ね
ず
み
の
穴
な

ど
に
駆
除
薬
剤
を
仕
掛
け
ま
す
。
子
供

や
ペ
ッ
ト
が
誤
っ
て
口
に
す
る
こ
と
が

無
い
よ
う
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
21
日
（
日
）

※
当
日
天
候
不
順
の
場
合
は
翌
22
日

（
月
・
祝
）
に
実
施
。
地
区
対
応
の
場

合
は
前
後
一
週
間
以
内
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
場
所　

豊
科
・
穂
高
・
堀
金
・
明
科
地
域

●
駆
除
薬
剤　

リ
ン
化
亜
鉛
製
剤
（
円

形
ま
た
は
だ
円
形
の
固
体
で
黒
く
着
色

さ
れ
、食
用
油
の
香
り
が
す
る
）

明
科
地
域
は
ヤ
ソ
ジ
オ
ン
（
ダ
イ
フ

ァ
シ
ン
系
粒
剤
）
の
予
定
で
す
。

て
、
国
の
政
策
保
険
で
あ
る
農
業
共
済

制
度
と
市
の
支
援
措
置
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
果
樹
共
済
へ
積
極
的
に

ご
加
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
産
水
稲
作
付
け

で
、
病
害
虫
防
除
の
た
め
苗
箱
施
薬
を

実
施
し
た
農
家
に
対
し
、次
の
と
お
り
薬

剤
代
の
一
部
助
成
を
行
う
予
定
で
す
。

●
対
象
薬
剤　

▽
ブ
イ
ゲ
ッ
ト
ア
ド
マ

イ
ヤ
ー
粒
剤
▽
Ｄ
ｒ
．
オ
リ
ゼ
ア
ド

マ
イ
ヤ
ー
箱
粒
剤
▽
ブ
イ
ゲ
ッ
ト
バ

リ
ア
ー
ド
粒
剤
▽
デ
ジ
タ
ル
コ
ラ
ト

ッ
プ
ア
ク
タ
ラ
箱
粒
剤
▽
ア
ド
マ
イ

ヤ
ー
顆
粒
水
和
剤
（
直
播
）

●
対
象
薬
剤
の
販
売
店　

・
あ
づ
み
農
業
協
同
組
合

・
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
農
業
協
同
組
合

・
豊
科
地
域
＝
中
小
路
商
店

・
穂
高
地
域
＝
矢
口
農
薬
販
売
店

　
　
　
　
　
　

中
嶋
精
米
肥
料
店

　
　
　
　
　
　

矢
野
口
和
弘
商
店

・
三
郷
地
域
＝
野
本
商
店

　
　
　
　
　
　

丸
兵
肥
料
店

　
　
　
　
　
　
（
有
）
信
州
産
業

せ

ら

知

お

業

農 み
ん
な
集
ま
れ
！

子
ど
も
駅
伝
大
会

問
明
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（

62･

４
５
６
５ 

62･

３
５
２
５
）

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚

の
届
出
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

問
穂
市
民
課
市
民
係

（

82
・
３
１
３
１ 

82
・
６
６
２
２
）

水
稲
病
害
虫
防
除

薬
剤
代
の
一
部
助
成

問
三
農
政
課
農
政
係

（

77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

産
業
振
興
係

地
域
で
共
に
生
き
よ
う

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81
・
０
７
２
４ 

81
・
０
７
０
３
）

野
ね
ず
み
一
斉
駆
除

問
三
農
政
課
農
政
係

（

77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

産
業
振
興
係

果
樹
栽
培
農
家
の
皆
さ
ん
へ

入
っ
て
い
ま
す
か
果
樹
共
済

問
中
信
農
業
共
済
組
合
安
曇
野
支
所

（

72･

５
１
９
２
）ま
た
は

三
農
政
課
農
政
係

（

77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

３月の納期
●国民健康保険税	 （９期）
●後期高齢者医療保険料	 （９期）
●介護保険料	 （３月分）

＝納期限は3月31日（水）＝
●水道料金	（豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料	 （穂高･三郷地域）

＝納期限は3月25日（木）＝

アルプス花街道　彩りあふれる安曇野をつくりませんか。狩猟体験会
　アルプス花街道実行委員会では、今年も 5 月下旬～ 11 月の間、下記の区間でマリーゴールドなど花づくり
に一緒に汗を流していただける団体、グループ（家族、個人の参加も可）、企業を募集しています。詳しくは
お問い合わせください。
豊科地域　豊科インターから重柳交差点周辺の区間 3000㍍
堀金地域　広域農道上堀橋から下堀西交差点の区間 2000㍍
三郷地域　広域農道住吉神社交差点西　日本アルプスサラダ街道起点から 500㍍
穂高地域　穂高南小学校東の市道脇 150㍍
明科地域　国道 403 号線沿 旧市営バス潮沢線 山中 ･ 小日向口停留所周辺 100㍍
問豊地域支援課内アルプス花街道実行委員会事務局（472･3111 672･8340）

　野生鳥獣による農林業などの被害は依然として深刻な状況にありますが、狩猟者の数は高齢化などにより
減少傾向にあり、新規捕獲従事者の確保が課題となっています。そこで、狩猟および有害鳥獣捕獲に関心が
ある人を対象としたシューティングシュミレーターシステム体験、模擬散弾銃、あみ・わなの猟具展示、実
射見学会などの狩猟体験会を開催します。
●日　時　3 月 13 日（土）、14 日（日）いずれも 10：00 ～ 15：00 まで
●場　所　中信国際射撃場（安曇野市豊科高家 2300 番地）
●参加料　無料
後援：安曇野市　協力：長野県・野生鳥獣被害対策松本地方部
問安曇野市猟友会事務局（477･8748）または中信国際射撃場（472･2526 当日）
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後 な援 ど



　

安
曇
野
市
消
防
団
で
は
４
月
か
ら
入

団
し
て
い
た
だ
け
る
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す

災
害
形
態
が
複
雑
化
す
る
中

で

地
域
に
も

と
も
身
近
な
防
災
機

関
で
あ
る
「
消
防
団
」
の
活
動
は

ま

す
ま
す
重
要
に
な

て
い
ま
す

あ
な

た
も
地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
員

と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
入
団
資
格
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
健
康
な
人

●
主
な
活
動
内
容

・
地
域
に
お
け
る
火
災
等
災
害
現
場
活
動

（
男
性
団
員
）

・
保
育
園
な
ど
で
予
防
啓
発
活
動

（
女
性
団
員
）

・
ポ
ン
プ
操
法
等
行
事
・
訓
練

・
予
防
広
報･

警
戒
活
動

●
待
遇
　

年
報
酬
・
出
動
手
当
支
給

・
制
服
・
装
備
品
貸
与

・
公
務
災
害
補
償

退
職
報
償
金
制
度

安
曇
野
市
消
防
団
員
の
募
集

危
機
管
理
室
消
防
防
災
係

（

･

６
７
６
９ 

･

６
７
３
９
）

長年にわたり交通安全のために尽力　宮澤 一さんが全国表彰 （財）日本防火協会の助成で防火広報用視聴覚資器材を整備
　第 50 回交通安全国民運動中央大会で警察庁長官・全日本交通安全協会長連名
の交通栄誉賞緑十字銀章を受賞した、宮澤一さん（豊科高家74）が１月29日（金）、
市本庁舎を訪れ、市長に受賞を報告しました。これは、長年にわたり交通安全
のため献身的に尽力し、交通事故の防止と交通秩序の確立に顕著な功績があっ
た個人や団体に贈られるものです。宮澤さんは、安協分会と支部役員を延べ18
年間務めました。平成 20 年からは本会役員に着任。自分の車に広告看板、放送
設備を装備し、管内を広報しながら巡回し、地域の先頭に立って交通安全に取
り組んできました。また、交通安全教室に参加できない高齢者宅を会員とともに
訪問し、事故防止の活動を続けてきたことなどが評価され、受賞につながりました。

　危機管理室では、財団法人日本防火協会の平成 21 年度民間防火組織等の
防火・防災普及啓発促進事業（宝くじ助成事業）を活用し、プロジェクター・
マイク等視聴覚資器材を整備しました。これらの資器材は、今後、自主防災
組織等を対象にした訓練・研修会・講演会で防火思想等の啓発・普及のため
に利用されます。なお、この事業は、自主防災組織等の防火思想の高揚を図
り、災害に強い安全な地域づくりと宝くじの普及広報事業のために行われて
います。

危機管理室消防防災係（472･6769 672･6739）

信
濃
路
は
ル

ル
と
マ
ナ

の
走
る
み
ち

　

4
月
6
日
（
火
）
か
ら
15
日
（
木
）

ま
で
の
10
日
間

全
国
一
斉
に
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

【
運
動
の
基
本
】

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
入
学
の
時
期
を
迎
え
る
春
は

子
ど

も
が
交
通
事
故
に
遭
う
危
険
が
増
加

し
ま
す
自
宅
近
く
の
危
険
箇
所
を

家
族
で
再
点
検
し
ま
し

う

・
市
内
の
高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
事

故
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す

が

発
生
率
は
依
然
と
し
て
高
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す

子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
家
族
地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
み
ま
し

う

【
運
動
の
重
点
】

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ

ト
ベ
ル
ト
と

チ

イ
ル
ド
シ

ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
生
活
道
路
で
の
交
通
事
故
の
防
止

4
月
6
日

日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

環
境
課
交
通
防
犯
係

（

・
３
１
３
１ 

・
６
６
２
２
）

●状況（数値：安曇野警察署資料）

●事故の内容 （単位：件）
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全

安

通

交

H21 H20 増減数 前年対比
発生件数 505 576 － 71 － 12.3％
死　　者 1 5 － 4 － 80.0％
負 傷 者 687 744 － 57 － 7.7％

防

消

平成 21年 安曇野市では

505 件の交通事故が発生
　市内の交通事故発生件数および負傷者数は、いずれも
平成 20 年と比較すると減少しました。しかし、飲酒運転
にかかわる事故は昨年より 4件増加して 6件ありました。
交通事故は、交差点で一番多く発生しています。見通し
の悪い交差点は必ず一時停止して、左右の安全確認をし
ましょう。横断歩道は歩行者優先です。横断者がいたら
必ず止まりましょう。

歩行者の事故

自転車の事故

二輪車の事故

子どもの事故

高校生の事故

高齢者の事故

若年ドライバーの事故

女性ドライバーの事故

高齢ドライバーの事故

県外ドライバーの事故

飲酒運転の事故

交差点の事故

カーブでの事故

ベルト非着用の事故

速度起因の事故

0 100 200 300

入札・契約結果（平成 22年 1月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み後 な援 ど

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

安曇野の自然と文化を
考える会
創立 15 周年
記念コンサート

国際スズキメソード音楽院准教授
であり、全国で演奏活動をしてい
るピアニスト・臼井文代さん。そ
して、全国親守唄・歌会で最高賞
を受賞した三郷在住のシンガーソ
ングライター小林和彦さんのコン
サートです。

：3月 13 日（土）
13：00 開場、13：30 開演、
15：00 終了（終了後には
総会があります）
：穂高交流学習センター
「みらい」ホール

：無料 ：安曇野の自然と
　　文化を考える会
　　（482・4778）

工事名 工事個所 請負者 請負代金

豊科南部総合公園テニスコート人工芝張替え工事 豊科南部総合公園 東亜道路工業㈱
長野営業所 32,550,000

穂高駅西公園整備工事 穂高 ㈱川上産業 31,920,000

明科龍門渕公園整備工事 明科龍門渕公園 ㈱横内組 16,590,000

市道新設改良事業　市道穂高０６１３号線　側溝整備工事 穂高有明 横山建設㈱ 13,125,000

交通安全施設等整備事業市道豊科北部２０９号線歩道設置工事（３工区） 豊科南穂高 ㈲太田建設 9,240,000

市道新設改良事業　市道穂高２４６６・２４６７号線歩道舗装工事 穂高 共和アスコン㈱ 8,190,000

潮沢廃線敷整備その７　三五山トンネル安全対策工事 明科東川手 6,930,000

（国補）特環公共下水道牧８工区管渠工事 穂高牧 ㈲赤羽建設工業 6,279,000

河川改修事業　明科南陸郷内水対策工事 明科南陸郷 ㈲竹内土建 6,090,000

市道新設改良事業　市道明科５０４７号線道路改良工事 明科東川手 ㈲堀内組 5,565,000

市単道路維持事業　市道豊科１２４０号線ほか　道路排水工事 豊科 イブキ建設㈱ 4,998,000

農地有効利用支援整備事業　明科工区工事 明科地域 信和建設㈱ 4,389,000

（注）ベルト非着用は件数ではなく人数を計上
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●
応
募
方
法　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

に
備
え
付
け
の
応
募
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、小
論
文
を
添
え
て
、

持
参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
書
類
は
返
還
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

　

承
く
だ
さ
い
。

●
小
論
文
テ
ー
マ　

安
曇
野
市
の
美
術

館
・
博
物
館
・
郷
土
資
料
館
の
活

性
化
に
つ
い
て
（
市
内
に
あ
る
文

化
施
設
に
関
す
る
こ
と
で
も
結
構
で

す
。）
８
０
０
字
程
度
で
お
書
き
く

だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

3
月
25
日
（
木
）
ま
で
。

当
日
消
印
分
ま
で
有
効
。

●
報
酬　

会
議
出
席
ご
と
に
、
別
に
定

め
る
額

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
８

安
曇
野
市
穂
高
６
７
６
５
番
地

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
内
文
化
課
文
化
振
興
係

　
mbunka@

city.azum
ino.nagano.jp

　

自
家
野
菜
の
栽
培
を
通
し
て
農
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
三
郷
地
域
の
市
民
農
園
利
用
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
農
園
の
場
所
・
区
画
数

○
中
萱
農
園
48
区
画

○
小
原
農
園
（
下
長
尾
）
41
区
画

○
一
日
市
場
農
園
20
区
画

※
区
画
数
は
増
減
す
る
場
合
あ
り
。

●
農
園
面
積　

１
区
画
約
33
㎡
（
約
10

坪
）

●
利
用
期
間　

4
月
12
日
～
11
月
30
日

●
利
用
料　

１
区
画
年
額
１
０
０
０
円

●
申
込
資
格　

市
内
に
在
住
の
人
。
平

成
21
年
度
の
利
用
者
も
新
規
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
優
先
有
り
）

●
応
募
方
法　

3
月
19
日
（
金
）
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
抽
選
・
契
約　

4
月
上
旬
に
、
抽
選

会
と
使
用
契
約
を
行
い
ま
す
。

●
そ
の
他　

１
人
で
最
大
3
区
画
ま
で

申
し
込
み
可
。
た
だ
し
、
同
一
世
帯

で
代
表
１
人
に
限
り
ま
す
。
農
具
は

各
自
で
用
意
。
利
用
者
に
よ
る
共
同

管
理
作
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
介
護
保
険
の
適
切
な
運
営

と
高
齢
者
福
祉
に
対
す
る
課
題
な
ど
を

協
議
す
る
た
め
、「
安
曇
野
市
介
護
保

険
等
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
3
年
ご
と
に
改
定
す
る
「
老
人
福

祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
基
に
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
質
の
確
保
や
向

上
を
図
る
た
め
に
、
被
保
険
者
の
立
場

か
ら
参
画
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集

し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
65
歳

以
上
の
人

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

平
成
22
年
4
月
１
日
～
平
成

24
年
3
月
31
日
ま
で
（
2
年
）（
協
議

会
開
催
／
年
3
～
4
回
予
定
）

●
応
募
方
法　

3
月
26
日
（
金
）
ま
で

に
「
高
齢
者
福
祉
や
介
護
保
険
に
関

す
る
こ
と
」（
自
由
題
）
を
テ
ー
マ
に

１
２
０
０
字
程
度
（
書
式
自
由
）
の

小
論
文
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、年

齢
、
性
別
、
連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
高
齢
者
介

護
課
介
護
保
険
係
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１
番
地

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

高
齢
者
介
護
課
介
護
保
険
係

mko-kaigohoken@
city.azum

ino.

　

nagano.jp

　

市
の
美
術
館
、
博
物
館
の
運
営
に
関

し
、館
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、館
長
に
対

し
て
意
見
を
述
べ
る
役
割
を
担
う
市
博

物
館
協
議
会
委
員
の
募
集
を
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

ま
た
は
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
。

次
に
掲
げ
る
人
を
除
き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公

務
員

③
本
市
の
付
属
機
関
等
の
公
募
委
員

●
募
集
人
数　

3
人

●
任
期　

委
嘱
の
日
（
4
月
ご
ろ
）
～

平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
。

市
博
物
館
協
議
会

委
員
の
募
集

申
問
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」内
文
化
課
文
化
振
興
係

（

81
・
３
１
１
１ 

82･

０
９
６
６
）

三
郷
地
域
市
民
農
園
利
用
者
の
募
集

申
問
三
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

（

77･

３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

介
護
保
険
等
運
営
協
議
会

委
員
の
募
集

申
問
穂
高
齢
者
介
護
課
介
護
保
険
係

（

81
・
１
６
３
６ 

81･

０
７
０
３
）
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集

募 下
水
道
課
で
は
、
下
水
道
管
の
汚

れ
な
ど
の
状
況
を
把
握
す
る
た

　
　
　

め
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
中
に
カ
メ

ラ
を
入
れ
て
管
渠
内
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
油
な
ど
が
付
着

し
た
り
、異
物
が
か
ら
ま
っ
た
り
し
て
、

下
水
道
管
が
詰
ま
り
か
け
て
い
る
箇
所

が
数
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

家
庭
や
事
業
所
か
ら
流
れ
出
る
排
水
の

中
に
、
油
類
や
水
に
溶
け
な
い
も
の
が

混
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と

思
わ
れ
ま
す
。
台
所
、
お
風
呂
、
ト
イ

レ
は
ル
ー
ル
を
守
り
、
き
れ
い
に
使
う

こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
に
詰
ま
り
か
け
た
下
水
道
管
を

高
圧
洗
浄
す
る
た
め
の
経
費
も
か
さ
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

　

下
水
道
管
は
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い

る
た
め
、
ふ
だ
ん
目
で
見
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
家
庭
で
の
管
理

を
怠
っ
て
い
る
と
、
敷
地
内
の
マ
ス
か

ら
汚
水
が
あ
ふ
れ
出
す
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
敷
地
内
に
は
「
定
期
的

に
清
掃
し
ま
し
ょ
う
」
と
書
か
れ
た
マ

ス
が
い
く
つ
か
あ
る
は
ず
で
す
。
マ
イ

ナ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
簡
単
に
蓋
が
開

き
ま
す
の
で
、
こ
ま
め
に
掃
除
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
は
、
み
ん
な
が
使
う
大
切
な

公
共
財
産
で
す
。
自
分
く
ら
い
は
い
い

だ
ろ
う
と
思
わ
ず
、
各
家
庭
や
事
業
所

で
適
正
な
管
理
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
を
使
用
す
る
皆
さ
ん
へ

一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て

下
水
道
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
！

１. 台所のゴミは流さない
２. トイレには、溶ける紙しか流さない
３. マスは、こまめに清掃する
４. 危険な物質を流さない

 

 

下水道への接続工事は
お済でしょうか

下水道への接続工事は、供用開始の

公示がされた日から３年以内に行わな

ければならないことが、下水道法と市

公共下水道条例により義務付けられて

います。下水道へ接続することにより、

安曇野を潤す河川の水質がきれいにな

り、豊かな自然環境を作り出すことが

できます。まだお済みでないお宅は、

早期の接続工事をお願いします。工事

の際は、市に登録してある指定工事店

へご連絡ください。また、供用開始の

公示後３年以内に接続工事を行う場合

で、金融機関から融資を受ける際に、

利子の一部を市が負担する制度があり

ますのでご利用ください。

問豊下水道課維持管理担当

　（472・3111 672・2510）

下水道の上手な
使い方を教えるね！

新しい下水道管の内部

油類や水に溶けないものが付着

異物がからまり、下水道管が詰まり
かけている

ルールを守り
きれいに
使ってね！



　

す
で
に
所
有
し
て
い
な
い
軽
自
動
車

の
納
税
通
知
書
が
届
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日

に
軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
に
そ

の
年
度
１
年
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
た

と
え
ば
、
4
月
6
日
に
車
を
廃
車
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
年
度
の
軽
自
動
車
税

を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
代
わ
り

に
、
5
月
に
新
し
く
車
を
購
入
し
た
場

　

市
は
、
町
村
合
併
時
に
5
年
を
め
ど

に
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
水
路
の
改

修
工
事
等
）
の
負
担
金
を
受
益
者
（
農

家
等
）
の
皆
さ
ん
か
ら
、
市
内
一
律
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
取
り
決
め

て
い
ま
す
。

　

土
地
改
良
事
業
は
農
業
経
営
に
対
し

て
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
事
業

費
の
一
定
割
合
を
受
益
者
か
ら
負
担
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
他
の
市
町
村
で

も
同
様
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
市
が
事
業
主
体
と
な
っ

て
比
較
的
小
規
模
な
水
路
の
維
持
修
繕

等
の
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
平
成
22
年
度
か
ら
は
地
元
組
織
（
行

政
区
・
土
地
改
良
区
・
水
利
組
合
等
）
が

事
業
主
体
と
な
っ
て
工
事
箇
所
・
工
事

費
・
請
負
業
者
を
決
め
そ
の
内
容
を
市

合
に
は
、
新
し
い
車
に
は
そ
の
年
度
の

軽
自
動
車
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
平
成
21
年
度
中
に
バ
イ
ク

を
知
人
に
譲
っ
た
、
ま
た
は
車
を
解
体

し
た
な
ど
で
、
ま
だ
名
義
変
更
や
廃
車

の
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、

次
の
場
所
で
至
急
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
手
続
き
の
場
所
は
、
車

種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

が
審
査
し
た
後
、
地
元
組
織
が
工
事
を

発
注
し
た
う
え
で
、
適
正
な
工
事
が
行

わ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
工
事
費
の
50
％

を
限
度
に
市
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ

る
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
方
式
は

こ
れ
ま
で
豊
科
・
堀
金
地
域
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
今
回
、「
市
単
土
地
改

良
補
助
金
事
業
」
と
し
て
市
全
域
で
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
内
容
を
見
直

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
の
基
本
事
項
は

安
曇
野
市
補
助
金
交
付
規
則
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、4
月
開
催
の

区
長
会
等
で
説
明
を
行
い
ま
す
。
ま
た

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
伝
え
し
ま
す
。

　

突
然
解
雇
さ
れ
た
、
賃
金
を
払
っ
て

も
ら
え
な
い
、
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ

な
い
な
ど
、
労
働
問
題
の
全
般
に
つ
い

て
専
門
の
相
談
員
が
公
平
中
立
な
立
場

で
相
談
に
応
じ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
事
前
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

●
相
談
日　

毎
月
第
2
水
曜
日

当
面
の
予
定　

▽
3
月
10
日

▽
4
月
14
日　

▽
5
月
12
日

●
相
談
時
間　

午
後
6
時
～
8
時

●
場
所　

安
曇
野
市
地
域
職
業
相
談
室

（
安
曇
野
赤
十
字
病
院
西
隣
）

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
22
年
度
各
募
集

種
目
の
受
付
お
よ
び
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税
通

知
書
は
、
4
月
7
日
（
水
）
こ
ろ
に
郵

送
す
る
予
定
で
す
。
固
定
資
産
の
評
価

額
な
ど
を
記
載
し
た
課
税
明
細
書
を
同

封
し
ま
す
の
で
、
内
容
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
納
期
限
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
第
1
期　

4
月
30
日
（
金
）

▽
第
2
期　

8
月
２
日
（
月
）

▽
第
3
期　

12
月
27
日
（
月
）

▽
第
4
期　

平
成
23
年
2
月
28
日（
月
）

《
調
査
を
随
時
進
め
て
い
ま
す
》　

　

税
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
、
土
地

に
つ
い
て
は
現
況
地
目
調
査
を
、
家
屋

に
つ
い
て
は
特
定
調
査
（
全
棟
調
査
）

を
随
時
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

《
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
》

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
自
分
の

所
有
す
る
固
定
資
産
と
、
他
の
固
定
資

産
を
比
較
す
る
た
め
、
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
と
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
次

の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

●
縦
覧
期
間
お
よ
び
時
間　

4
月
1
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

（
閉
庁
日
は
除
く
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

●
縦
覧
場
所　
豊
科
総
合
支
所
内
資
産
税
課

●
縦
覧
で
き
る
人　

本
年
度
の
安
曇
野

市
内
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
固
定
資

産
税
の
納
税
義
務
者

●
持
ち
物　

本
人
の
縦
覧
は
、
本
人
確

認
が
で
き
る
運
転
免
許
証
な
ど
、
代

理
人
の
縦
覧
は
、
本
人
か
ら
の
委
任

状
と
代
理
人
を
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

《
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
》

　

4
月
か
ら
平
成
22
年
度
の
課
税
台
帳

の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
開
始
日　

4
月
1
日
（
木
）

（
閉
庁
日
を
除
く
）

●
閲
覧
場
所　

豊
科
総
合
支
所
内
資
産

税
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

●
持
ち
物　

本
人
の
閲
覧
は
、
本
人
確

認
が
で
き
る
運
転
免
許
証
な
ど
、
代

理
人
の
閲
覧
は
、
本
人
か
ら
の
委
任

状
と
代
理
人
を
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
ま
た
、
借
地

借
家
人
が
該
当
す
る
固
定
資
産
の
課

税
台
帳
を
閲
覧
す
る
場
合
は
、
賃
貸

借
契
約
書
な
ど
、
当
該
資
格
を
証
明

す
る
書
面

●
手
数
料　

１
通
３
０
０
円

　

※
縦
覧
期
間
中
は
無
料

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
の
発
送

問
豊
資
産
税
課

（

72･

３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）

お
済
み
で
す
Ｃカ

ー
Ａ
Ｒ
？

車
の
名
義
変
更
、廃
車
の
手
続
き

問
豊
市
民
税
課
諸
税
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）

土
地
改
良
事
業

受
益
者
負
担
統
合
の
お
知
ら
せ

問
三
耕
地
林
務
課
耕
地
係

（

77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

ま
た
は

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
地
域
整
備
係

巡
回
労
働
相
談
会

問
三
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

平
成
22
年
度
自
衛
官
等
の
募
集

問
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
松
本

地
域
事
務
所
・
広
報
セ
ン
タ
ー『
信
濃
』

（

36･
２
７
８
７
）

金

税

9 広報あづみの　お知らせ版　2010. 3. 3 82010. 3. 3　広報あづみの　お知らせ版

車種 手続きの場所 手続きに必要なもの
原動機付自転車

（125cc 以下）
小型特殊自動車

（農耕用作業車も含む）

各総合支所地域支援課
（472・3111 672・8340）　

標識（ナンバープレート）
印鑑
標識交付証明書等

軽三輪・軽四輪 軽自動車検査協会長野事務所
松本支所　（458・4055）

左記へお問い合わせ
ください

軽二輪
（126㏄以上250cc以下）

軽自動車協会松本支所
（458・3220）

二輪の小型自動車
（251cc 以上）

長野運輸支局
松本自動車検査登録事務所

（4050・5540・2043）

他

の

そ

安曇野ブランドニュース 第 27 回

桜を植えてみませんか！

募集種目 応募資格 受付期間 試験日

予備自衛官補
（男女）　　　

一般 18 歳以上 34 歳未満 平成 22 年
１月 12 日
～ 4 月 9 日

4 月 18 日

技能 18 歳以上で保有する技能に応じ
53 ～ 55 歳未満

4 月 17 日～ 19 日の間で
いずれか１日

幹部候補生
（男女）　　

一般
・

技術

20 歳以上 26 歳未満（22 歳未満
の者は大卒（見込含））（大学院修
士学位取得者は 28 歳未満）

平成 22 年
4 月 1 日
～ 5 月 10 日

1 次 試 験　5 月 15 日・16 日
（16 日は飛行要員のみ）
2 次試験　6 月 15 日～ 17 日
のうち指定する日
3 次試験（飛行要員のみ）
7 月下旬～ 8 月上旬

歯科
・

薬剤

専門の大卒（見込含）20 歳以上
30 歳未満 
薬剤は 26 歳未満（薬学修士学位
取得者は 28 歳未満）

第１回　一般曹候補生
（男女）　　　　　　　

18 歳以上 27 歳未満（対象：大
学生・一般）

1 次試験　5 月 22 日
2 次試験　6 月 26 日

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許取得者 5 月 21 日

確
定
申
告
は

３
／
15（
月
）ま
で

　安曇野の里山・東山プロジェクト（矢花晃弘リーダー）では、光城山登山道の桜の植樹をしていただく人
を募集します。植樹は全部で 10 本行います。植樹後の管理もお願いすることがあります。
●日　　時　3 月 27 日（土）9：00 ～（２時間程度）※予備日 3 月 28 日（日）
●植樹場所　光城山登山道の沿道（集合は登山口駐車場）
●参 加 費　無料
●募集組数　先着 10 組　※個人でも家族などグループでも構いません。
●申し込み　3 月 8 日（月）から受け付けします。電話でお申し込みください。
問三安曇野ブランド推進室（各プロジェクト事務局）
　（477･3111 677･6060）mazumino-brand@city.azumino.nagano.jp



各施設の催し
◎詳しい内容はお問い合わせください。

Ｅｖｅｎｔ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

豊科郷土博物館
問4672･5672

講座 安曇野の絵馬を訪ねる
　市内の社寺には江戸末期から明
治時代にかけて奉納された絵馬が
数多く残っています。それらは拝
殿の中に掛けられ、普段はあまり
見ることができません。講座では、
実際に奉納された絵馬を探訪し、
絵馬奉納の歴史や安曇野に暮らし
た人々の素朴な願いを学びます。
●日　時　３月20日（土）
13：30～ 15：00

●会　場　下堀諏訪神社・中堀神明
社（堀金）現地集合・解散

●受講料　200円（保険代 ･資料代）
●定　員　30人（先着順）
●申し込み　３月６日（土）～ 18
日（木）の間に博物館窓口へ参加
費を添えてお申し込みください。

臼井吉見文学館
問472･5796
友の会講演会
安曇の誕生と安曇族
　安曇の成り立ちにはさまざまな
考えがある中、友の会（黒岩淑人
会長）では「安曇誕生の系譜を探
る会」の金井会長をお招きし、講
演会を開催します。古代の安曇野
に思いを馳せてみませんか。申し
込み不要で入場無料です。どなた
でも参加いただけますのでお気軽
にお出掛けください。
●日　時　３月28日（日）14：30～
●場　所　堀金公民館　講堂
●講　師　金井恂

まこと

さん
（昭和18年旧三郷村明盛生まれ。
横浜市在住。松本深志高校を経て、
京都大学工学部卒。旭化成勤務。
退社後、環境コンサルタント。「安
曇誕生の系譜を探る会」を立ち上
げ、現在会長を務める）

　　　　　 市の博物館施設・友の会のご案内
臼井吉見文学館友の会　【会員特典】①入館料無料、②文学館主催の講演会・研修会への
案内および刊行物配布　③会員同伴者は１名のみ入館料が割引【年会費】個人会員 2000 円
問臼井吉見文学館事務局（472･5796）

豊科郷土博物館友の会　12 の部会で構成。◎芸術に親しみ趣味の世界を広げる部会　押絵部：毎月第１土曜、植物画部：
毎月第 2･4 水曜、刺しゅう部：毎月第 2・4 火曜、絵手紙部：毎月第 1・3 火曜、美術部、書道部、写真部、水墨画部　
◎郷土の自然や歴史について学ぶ部会　山草部、サクラソウ部、自然部、郷土史部：毎月第４土曜　※各部会の開催日は
変更になる場合もあります。【会員特典】①入館料無料　②友の会主催展覧会、研修旅行などへの参加　③会報による情報
提供【年会費】１部会 1000 円　
問豊科郷土博物館（4672･5672）

田淵行男記念館友の会　◎「むしの会」部会　毎月第 2 土曜日を中心に小中学生の親子を対象にした昆虫の観察会を開催。
◎写真部会　年 2 ～ 3 回の撮影会・学習会を行い、展覧会を開催。（※原則家族会員対象）。部会に属さないこと、2 つに
属することもできます。【会員特典】①入館料無料　②記念館グッズの割引　③友の会報や記念館報の無料配布ほか【年会
費】個人会員 3000 円、家族会員 5000 円　
問田淵行男記念館（4672･9964）

安曇野髙橋節郎記念美術館友の会　【会員特典】①常設・企画展の観覧が無料　②グッズ割引　③友の会・美術館広報
の無料配布　④友の会主催の催し物への優先的な参加【年会費】一般会員2000円、家族会員１人1000 円、賛助会員 1口 2万円
問美術館友の会事務局（481･3030 682･0551）

豊科近代美術館友の会　【会員特典】①常設展、特別展の観覧が無料　②友の会の各種活動への参加（絵画部、読書会、
バラ研究会、ボランティア、研修旅行、音楽会など）　③美術館の各種講座、ワークショップ等への優先参加　④「友の会会報」
の無料配布　⑤友の会、美術館事業等の定期的な情報提供【年会費】個人会員 3000 円、ファミリー会員 6000 円、学生会
員 2000 円※ファミリー会員は、同居のご家族全員が特典を受けることができます。【入会金】入会金（個人・学生 1000 円、
ファミリー 2000 円）が必要です。
問豊科近代美術館友の会（473･5638 673･6320）

●講　師　大森久雄さん
（昭和８年、東京生まれ。早稲田大学文
学部仏文科卒業。朋文堂、実業之日本
社などで、山や旅関係の雑誌・書籍の
編集者を務める。田淵行男「黄色いテ
ント」、「山は魔術師」などを担当。著
書「本のある山旅」（山と溪谷社）ほか）

田淵行男記念館
問4672･9964

一山百楽講話

　現在開催中の企画展「表現者、
田淵行男Ⅲ～本に全てを捧げた
人～」に合わせ、「一山百楽講話」
を開催します。編集者として実際
に田淵行男の本造りに関わった
編集者・大森久雄さんをお招き
し、お話を伺います。
●日　時　３月11日（木）13：30
～ 15：00

●会　場　ビレッジ安曇野
●観覧券
　大　　人300（200）円
　小中学生200（100）円
　（　）内は20人以上の団体料金
●申し込み　不要
※要観覧券。半券をお持ちいただく
か、当日、会場受付にて観覧券を
ご購入ください。

碌山公園研成ホール
問4682･0769 
信州発国際貢献の会／第２回セミナー
信州における人道支援
　信州における難民の受け入れに
ついて、我々はどのようにしてい
くべきか、講師の話を交えながら
意見交換をします。
●日　時　３月14日（日）
　13：30～ 16：00（開場13：00）
●受講料　無料　※詳しくは信州発国
　際貢献の会事務局（487･5758）
へ電話でお問い合わせください。

美術講座　彫塑制作
 上級者向け人体全身像制作講座。
●日　時　3月20日（土）～
　27日（土）連日9：00～ 17：00
●受講料　１万円（モデル代含む）
●講　師　二木福治さん
●申し込み　碌山公園研成ホールまで

中央図書館
問484･0111 684･0116
春休み企画
映像入り朗読劇 銀河鉄道の夜
　宮沢賢治の「銀河鉄道の夜」を
小林敏也さんの絵本の映像ととも
にお届けします。出演は森のおう
ちお話の会の皆さん。ジョバンニ
と一緒に宇宙を旅してみませんか。
●日　時　３月22日（月・祝）
　13：00開場　13：30開演
●場　所　穂高交流学習センター
　「みらい」交流ホール
●入場料　無料
●申し込み　絵本美術館森のおうち
（483･5670）へ電話でお申し込
みください。

豊科図書館
問472･2158 673･6401

豊科図書館読書会 会員募集
東洋古典読書会
　古典文学の原文を中心に読み合
わせをしながら内容を解釈し深め
ていく会。歴史探訪の旅を年１回
開催します。
●日　時　年間15回火曜日10：00～
●年会費　1500円
西洋古典読書会
　毎回講師を招き、西洋文化の原
点である聖書を教養書として輪読
しあう会。
●日　時　毎月第４木曜日13：30～
●年会費　6000円
宮沢賢治読書会
　美しい童話や詩・絵などが今で
も親しまれている作者の人間とし
ての行き方を学ぶ会。
●日　時　毎月第１木曜日10：00～
児童文学を読む会
　１冊の本の中から自分とは異
なった解釈、感想を聞き新しい自
分を見つける会。
●日　時　毎月第３水曜日10：00～

あづみ野ガラス工房
問4672･8030
春休み
親子ガラス体験イベント
　グラス、ぐいのみ、一輪挿し、
クリーマーのいずれかを吹きガラ
スで制作する体験イベント。親子
でチャレンジしてみませんか。
●日　時　3月24日（水）、25日（木）
　午前の部：9：00～
　午後の部：13：30〜
　※時間の指定はできません。
●対　象　
　市内在住の小学生と、その保護者
●参加料
　小学生無料
　保護者1575円（通常の半額）
●定　員　100人（先着順）
●申し込み　３月８日（月）から15
日（月）の間に電話でお申し込み
ください。
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第４回友の会
ボタニカルアート展
　ボタニカルアートとは植物の姿
を正確に写した細密画。写真の技
術がまだ無かった時代にヨーロッ
パで生まれたボタニカルアート
は、大航海時代には人々に遠い異
国の地の植物を鮮やかに伝えまし
た。観察を重ねて描いたボタニカ
ルアートの世界をご覧ください。
●会　期　3月11日（木）～28日（日）
●休館日　月曜日（祝日の場合開館）・
祝日の翌日

●開館時間　９：00～13：00
　（入館は16：30まで）
●入館料　
大　人　100（80）円
小中生　 50（40）円
（　）内は20人以上の団体料金

田淵行男「初冬の尾根　横通岳」
1966 年 11 月撮影

下諏訪神社絵馬



デジタル放送へ

次回発行…広報あづみの3月17日（水）
編集・発行  安曇野市企画財政部まちづくり推進課広報広聴係
〒399－8205 長野県安曇野市豊科4932－46    471・2000 671・5000
代表E-mail：info@city.azumino.nagano.jp　  印刷（有）安曇印刷

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

 

♪
早めに地デジの準備を

地上アナログテレビ放送は、平成 23 年（2011 年）
7 月 24 日までに終了となります。皆さんのご家庭
では「地上デジタルテレビ放送」への対応はお済
みですか。総務省長野県テレビ受信者支援センタ
ー（通称：デジサポ長野）では、「地デジ」を導入
したいが受信方法が分からない、どのような工事
をすれば良いのか分からない、アパートなど集合
住宅に入居しているが「地デジ」に対応している
か分からないなど、「地デジ」に関するご相談や調
査を無料で実施しています。詳しくは直接、支援
センターまでお問い合わせください。

※電話がつながりにくい場合は、地デジコールセ
ンター（40570・07・0101）にご相談ください。

問三情報政策課（477・3111 677･6060）

国や自治体の関係機関が、地上デジタルテレビ
放送の受信のための工事案内や受け付けをしたり、
工事費用を請求したりすることはありません。疑
わしい工事の勧誘を受けた場合や身に覚えのない
工事代金の請求を受けた場合には、すぐに支払わ
ず、下記へご相談ください。
●総務省信越総合通信局	（4026・234・9992）
●地デジコールセンター	（40570・07・0101）
●松本消費生活センター	（435・1556）
　（土日祝日、年末年始の休日を除く 8：30 ～ 17：00）

●安曇野警察署	 （472・0110）

　地上デジタルテレビ、チューナー、アンテナな
どの展示説明や相談ができる説明会を開催します。
●場所・日時　▽豊科公民館 3/5（金）～ 7（日）

▽三郷公民館 3/9（火） ▽堀金公民館 3/10（水）
▽明科公民館 3/11（木） ▽穂高会館 3/12（金）
13（土）16（火） 時間はいずれも①10：00 ②14：00
③ 17：00 の 3 回、各 1 時間程度。

 

FAX 026･235･1440

０２６・２３５・１９１１
受付時間　9：00 ～ 18：00

「テレビのデジタル化工事」を
装った詐欺にご注意ください！

地上デジタルテレビ放送の楽しみ方

テレビのアナログ放送終了まで

　　あと500日
　　　　　　　　　　　　　（H22.3.11 で）

総務省長野県テレビ受信者支援センター
（デジサポ長野）

デジサポ長野 検索


